道徳授業地区公開講座　　　　　　６年　１組　　
＊本日の授業の流れ＊
	主題名
	男女ともしんらいして
教材名：言葉のおくりもの[日本文教出版「小学道徳　生きる力」より]
　　　　B―友情、信頼

	ねらい
	男女仲よく信頼し合って生活するためには、互いの良さを認め合い、一人の人間として尊重し合うことが大切であることを理解し、男女仲よく友情を育てていこうとする態度を育てる。

	

	
	○学習活動　　　主な発問
	授業の留意点

	導入
	〇これまでの経験を想起する。

男女仲良く信頼し合って生活するには、どんな考えをもつことが大切でしょうか。

	◇ふだんの生活の場面を思い出させ、イメージを膨らませることで、主題について考える。

	展開
	〇教材「言葉のおくりもの」を読んで考え、話し合う。

一郎はどんな気持ちからすみ子に対して怒った態度をとったのでしょう。



リレーで失敗した、たかしをかばい、力づける澄子を一郎はどのように思ったでしょう。





教室のあちこちから拍手が起こったとき、一郎やみんなはどんな思いになったのでしょう。

	

◇冷やかされたくない冷たい態度をとってしまう一郎の気持ちを考えさせる。

◇これまでの自分の態度を省み、これから仲良くしたいという一郎のすみ子に対する本当の気持ちを捉えさせる。また、すみ子の性別に関係なく友達と接する態度に気づくことができるようにする。

◇個人だけの関係だけにとどまらず、学級全体に目を向け、明るい学級づくりへの自覚を高める。

	
	○自分のふりかえりをする。男女仲良く信頼し合って生活するには、これからどのような心構えが必要でしょう。

	
◇自分事として、今日感じたこと考えたことを道徳ノートに書き、振り返る。

	終末
	〇教師の体験を聞く。
	◇教師の経験を話すことで、実践への意欲を高めさせる。


＊道徳授業のことを御家庭で＊男女に関わらず、相手のよさを認め合い、思いやりのある言葉で関わることの大切さについて、保護者の方の経験談とともに、ぜひご家庭で話し合ってみてください。

